
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

 

第３回桑名市入札監視委員会審議資料 



指名停止状況一覧 （令和６年９月～12月）

年 月 日 令和6年10月16日 令和6年12月10日

事　件　名 不正又は不誠実な行為 独占禁止法違反行為

桑名市公立保育所における給食調理等業務について公募
型プロポ―ザルを実施し、株式会社三重給食センターを
委託候補事業者に決定した。随意契約の落札決定後、株
式会社三重給食センターから、公立各保育所において現
在在籍中の従業員の慰留を望めないこと、新規従業員の
雇用について、現時点で十分な人数が確保できていない
状況のため、令和6年10月1日時点で円滑な給食調理等業
務を行うことが難しいことを理由とした辞退届が提出さ
れた。

 このことは、桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第５号（不正又は不誠実な行為）に該当する。

公正取引委員会は、該当の損害保険会社が、独占禁止法
第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為
を行っていたことを公表した。

公表された事業者が、独占禁止法第３条に違反したこと
は、桑名市請負工事入札参加者指名停止基準別表第２第
２号（独占禁止法違反行為）の（２）に該当する。

株式会社三重給食センター
代表取締役社長　堀　義弘

三井住友海上火災保険株式会社　三重支店
三重支店長　藤山　高志

損害保険ジャパン株式会社　三重支店四日市北支社
四日市北支社長　大西　栄二

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社　三重支店
支店長　加藤　亮二

東京海上日動火災保険株式会社　三重支店
三重支店長　池田　博一

備　　　考

指名停止期間 １ヶ月（R6.10.16～R6.11.15） １ヶ月（R6.12.10～R7.1.9）

指名停止の理由

指名停止業者
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１． 〔 案 件 名 〕 六華苑滝用水中ポンプ取替工事 （契約番号 1184 )

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

( )

２． 〔 案 件 名 〕 東新町市営住宅112号他２室退去修繕 （契約番号 1688 )

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

( )

３． 〔 案 件 名 〕 柿安シティホール舞台設備改修工事 （契約番号 1698 )

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

( )

４． 〔 案 件 名 〕 桑名駅前ペデストリアンデッキ撤去工事 （契約番号 1221 )

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

( )

５． 〔 案 件 名 〕 額田水源地１・２号井取水ポンプ盤等機能増設工事 （契約番号 1202 )

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

( )

【令和６年度第３回桑名市入札監視委員会　審議案件の抽出理由書】

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

総合評価

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

その他

その他

その他

その他

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

その他
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（３）入札・契約制度における課題・取組みについて 

●入札不調・不落対策について 

 

本市の状況 

  工事の発注における一般競争入札での不調・不落の件数 

  発注 不調 不落 

令和３年度 79 3 1 

令和４年度 99 11 4 

令和５年度 90 3 2 

 

主な対応策 

発注見通し等の情報提供、適切な予定価格の設定、適正な工期設定 

  

期待される効果 

        《発注者側》           《受注者側》 

   ・安定的な施工の確保       ・人材や資機材の実働日数の向上 

   ・担当職員の事務負担軽減     ・安定的な雇用や休日の確保 

             など                  など 

  

●不正のない入札及び契約事務の実施について 

 

１．談合の防止対策（本市の取組み） 

取組み 効果 

予定価格の事前公表 予定価格を探るなどの不正行為の防止 

変動型最低制限価格制度 最低制限価格の事前漏洩の防止 

電子入札システムの導入 談合の機会を減少させる 

その他 

 職員研修の実施 

 良好な職場環境 

 

法令順守・守秘義務の徹底、倫理観の向上 

不正を起こさせない環境づくり、人間関係 

 

２．談合情報等への適切な対応 

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（独占禁止法） 

第３条 事業者は、私的独占又は不当な取引制限をしてはならない。 

第８条 事業者団体は、次の各号のいずれかに該当する行為をしてはならない。 

１   一定の取引分野における競争を実質的に制限すること。 

２～５ （略） 

上記規定の違反行為  公正取引委員会へ通知（入契法第 10 条） 
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【参考（抜粋）】 入札・契約制度に関する意見書 令和５年４月 20 日 

桑名市入札監視委員会 前回の提言に対する取組みとその評価 今後の課題 

 

●入札不落・不調対策について 

 入札不調・不落は、事業を実施する目的が達成できないことにより、市民生

活にも悪影響を及ぼす可能性があることから、原因を把握するとともに引き続

き状況を注視し、改善策を講じていく必要があると考える。 

 一般的な要因としては、①特殊な工法による施工が必要なため、②少額につ

き発注案件に魅力がないため、③極めて高度な品質を求めたため、④厳しい入

札条件を設定したため、⑤発注時期が適切でなかったため、などの理由が考え

られる。 

 このため、対応策は要因によって異なるが、それぞれ、①特殊な工法から他

の施工方法の検討、②少額発注から別の案件も合わせて発注するなどの検討、

③④工事目的に照らして、過剰な品質や入札条件となっていないかの検討、⑤

発注時期の平準化を行うなど、市としてそれらの対策を講じられたい。 

 

●不正のない入札及び契約事務の実施について 

 市においては、平成 21年度及び平成 23年度に不祥事が発生し、それ以降公務

員倫理研修の実施や官製談合防止に関する通知などを行っており、令和４年度

には、新たに「入札談合等関与行為の排除について」のマニュアルを作成し、

再発防止に全力をあげて取組まれてきたところであり、以降の入札に関する不

祥事は発生していない。 

 しかしながら、他の自治体の職員が入札談合に関与する、いわゆる官製談合

が事件となることが未だに後を絶たない状況である。 

 公務員倫理研修の実施や官製談合防止に関するマニュアルの周知徹底を継続

的に行い、官製談合に関与しないために守るべきことや入札に関する機密情報

の扱いのほか、公務員として守るべき倫理観などを示すことは非常に重要であ

る。 

 入札・契約業務に関して市民の誤解を招くことの無いように、引き続き、法

律、条令、規則などの関係法令及び契約マニュアルを確認の上、適正な入札・

契約事務を執行して、入札に関する機密情報の漏洩などの不正行為の排除を徹

底するように努められたい。 


